
＜記者会見項目予定＞ 

① 平成２８年の抱負【大西隆学長】 

 

② 超高強度鋼自動車車体を製造するスマートホットスタンピング技術 

 －電気を流して急速加熱し，急冷して高強度化－ 

 【機械工学系 森謙一郎教授】（別紙１参照） 

 

③ 東日本大震災の捜索活動におけるドローン技術の応用 

 ～効率的な捜索を目指して～ 

 【情報・知能工学系 金澤靖准教授】（別紙２参照） 

 

④ 次回の定例記者会見の開催日程について（別紙３参照） 

国立大学法人豊橋技術科学大学Press Release 
 

平成２８年１月１３日 

平成２７年度第９回定例記者会見のお知らせ 

日時：平成２８年１月１９日（火）１１：１０～１２：００ 

           （※開催時刻が通常と異なります。） 

場所：豊橋技術科学大学事務局３階 大会議室 

 

 

多くの方々のご出席をお待ちしております。 

 

 

＜本件連絡先＞ 

総務課広報係 萩平・高柳・梅藤 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 
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＜別紙２＞ 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成 28 年 1 月 1 3日 

 

 東日本大震災の津波により砂浜などに埋没してしまった遺留品等に対し、地中レーダを

用いた捜索が現在も行われています。本研究は、ドローンを利用してこのような捜索を効

率よく行う技術を開発しようとするもので、仙台高等専門学校、JAXA、東北大学との共同

研究として平成 27年 4月より始めています。 

＜研究経緯・研究組織・研究内容・今後の展開＞ 

 東日本大震災の津波による行方不明者や遺留品の捜索

は現在も続けられており、特に被害の大きかった閖上地

区の閖上浜（宮城県名取市）では地中レーダを用いた捜

索活動が仙台高専と JAXA、復興支援プロジェク STEP に

よって毎月第２日曜日に行われています。 

 この探索は、予め設定した捜索区域に対し、くまなく

地中レーダを人手で引っ張りながら、反応があった箇所

を一つずつ手作業で掘るという大変な作業となります。

そこで地中レーダだけでなく航空機や人工衛星に搭載さ

れたレーダからのデータを用いて捜索範囲を限定するだ

けでなく、ドローン映像から地表の形状を復元し、地表

上の物体との識別や地中レーダの自律的移動に用いるこ

とで、効率良い探索を行おうと試みています。 

 本研究は JSPS 科研費 15H02997（代表：仙台高専 園

田潤教授）の助成のもと、仙台高専、JAXA、東北大学、

本学の共同研究として今年度から始まりました。 

 現在、各レーダ画像からの地中物体検出手法の理論

的・実験的解明（担当：仙台高専、JAXA、東北大）、ドロ

ーン映像からの地表形状の効率的な計測手法の開発（担

当：仙台高専、豊橋技科大）を行っています。 

 

本件に関する連絡先 

担当：情報・知能工学系 金澤 靖  TEL:0532-44-6888 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

東日本大震災の捜索活動におけるドローン技術の応用 

～効率的な捜索を目指して～ 

 

 
レーダ探索と捜索の様子 

 

復元した海岸形状 



＜別紙３＞ 
 

平成２７年度 定例記者会見日程予定 

 

  第１回  平成２７年 ４月１４日（火）１１：００～ 

  第２回  平成２７年 ５月１２日（火）１１：００～ 

  第３回  平成２７年 ６月２３日（火）１１：００～ 

  第４回  平成２７年 ７月１４日（火）１１：００～ 

  第５回  平成２７年 ９月 ９日（水）１１：００～ 

  第６回  平成２７年１０月２０日（火）１１：００～ 

  第７回  平成２７年１１月１７日（火）１１：００～ 

  第８回  平成２７年１２月１５日（火）１１：００～ 

  第９回  平成２８年 １月１９日（火）１１：１０～ 

 第 10 回  平成２８年 ２月１６日（火）１１：００～ 

 

 

 場所はすべて本学大会議室（事務局３階）を予定しています。場所、

日程は現時点での予定であり、都合によって変更の場合があります。定

例以外に臨時で記者会見を行う場合があります。 

                             以上 


